
きょうかいがっこうコーナー        2021 年 10 月３日（日） 年間だい２７の主日 

 

 

明日は「アッシジのせいﾌﾗﾝｼｽｺ」のおいわいびなので、ふくいんのかわりに、どん

なせいじんだったかをすこしせつめいしたいとおもいます。 

 

むかしイタリアのくにのアッシジというまちにフランシスコというすごくあかるいせいねん

がいました。まちのいちばんおかねもちのけおりものしょうにんのピトロとピカふじんのもと

にうまれ,、なにふじゆうなくたのしくくらしていました。 

 

フランシスコがおおきくなったころアッシジのまちはとなりのまちとせんそうをはじめまし

た。フランシスコもでかけていっていっしょうけんめいたたかいましたが、アッシジのまちはま

けてしまいました。フランシスコはせんそうをみて心がいたくなって、どんなことがあっても

せんそうをしてはいけないとけっしんしました。びょうきになってたかいねつがでて、おきあ

がることができないほどあおもいびょうきになりました。そのときふしぎなこえがをきこえま

した：「おうちへかえりなさい。そこで、おまえのするべきことをしらせよう」 

 

フランシスコはアッシジにもどると、すぐまえとおなじようにまいにちおともだちとあそん

でばかりいました。しかしあそんでばかりいると、なんだか心がからっぽになっていくとおも

えるようになって、いままできていたりっぱなふくをぬいで、まずしいひとがきているような

ふくをきて、まちのなかをあるくようになりました。そのすがたをみて、おともだちにもから

かわれるようになりました。そのうえにおとうさんもフランシスコのすがたをみてはずかしく

おもい、きょうかいのしきょうさまのところにつれていって、そのすがたをやめるようにたの

みました。そのとき、フランシスコはきていたふくをぬいで、もっていたおかねといっしょにお

とうさんにさしだしました。「いままで、わたしはあなたをおとうさんとよんでいました、しか

しこれからは、てんのかみさまだけをおとうさんとよびます」こうしてすべてをなくして、かみ

とひとびとにほうししようとかたく心にきめました。 

 

サン・ダミアノというこわれかけた小さなきょうかいがのはらにあり、そのまんなかにおお

きなじゅうじかがありました、フランシスコがそのまえでいのっていると、イエスさまのかおが

うごいたようにみえました。イエスさまが「フランシスコよ、さあ、たってたおれかけているわ

たしのきょうかいをたてなおしなさい」といわれたので、フランシスコはそのきょうかいをた

てなおすためにおとうさんのざいさんをつかいました。 



フランシスコのいきかたをみて、たくさんのひと

が、かれのそばにあつまりました。フランシスコは、

もり、くさ、はな、ことり、うおやけもの、すべてうつ

くしいしぜんをこころからあいしていました。フラン

シスコがすんでいたグッビオのまちに、ひとくいオ

オカミがいて、まちの人たちからおそれられていま

した。フランシスコがはなしかけるとオオカミがおと

なしくなり、まちはオオカミにおそわれなくなりまし

た。 

フランシスコは、たいよう、つき、かぜ、みず、ひ、く

うき、だいちをあいし、かみさまをさんびをしてい

ました。またびょうきのひとたちおせわをしていま

した、 

 

フランシスコは、ラ・ウェルナの山でまいにちいのっていましたが、イエスさまのきずあとを

もらって、とてもからだがよわくなりましたので、サン・ダミアノのちかくのこやにすむように

なりました。 

 

フランシスコはしぜんをこころからあいし、そのしぜんをつくられたかみさまをほめたたえ

るために、ひとびとをなぐさめ､かみさまのおしえをひろめていきました。 

フランシスコは、じぶんのいのちがのこりすくないのをかんじ、しぬまえにもういちど、アッシ

ジをみたいとおもいました。そののぞみどおりきょうだいたちによってアッシジへはこばれ、

しずかにいきをひきとりました。そのときにたくさんのひばりがうたいながらそらたかくまい

あがって、てんごくにいくフランシスコをみおくりました。 

 

フランシスコがのこしてくださったうた。“たいようのさんか“です。 

 

「いとたかいおかたよ あなたはほめたたえられますように 

あなたのつくられたすべてのものとともに 

 

きょうだいであるたいようは おおいなるひかりによって かがやきわたり 

しまいであるつきとほしは よるのそらに うつくしくちりばめられています 

 

わたしのしゅよ  あなたはほめたたえられますように 

 

（アッシジのフランシスコより） 


